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 広島市では，環境大気中のダイオキシン類調査を平成 10 年度から実施している。

これまでに全地点で環境基準を達成しており，全地点とも減少傾向にあった。し

かし，季節ごとに実施した個々の調査結果をみると，安芸区スポーツセンターで

は環境基準値の 0.6pg-TEQ/㎥を超えた調査があった。同センターでは，調査開始

時から現在まで継続して全国平均値よりも高濃度となっている。そのため，当所

では，平成 20 年度および平成 25 年度に同センターおよび周辺地域の追加調査を

行った。その結果，平成 20 年度の追加調査では DL-PCB の割合が低く，平成 18

年度の常時モニタリング調査結果と類似していたが，平成 25 年度の追加調査では，

週末に行った調査で OCDD の割合が比較的高く，同年度の常時モニタリング調査結

果とは異なった結果であった。 

また，常時モニタリング調査結果の組成を解析した結果，PCDD および PCDF は

顕著な減少傾向を示していたが，DL-PCB は横ばいもしくは増加傾向にあった。さ

らに，DL-PCB は夏季に高い傾向にあり，この傾向は気温と相関が高いことがわか

った。組成パターンは，PCDD および PCDF については調査ごとに異なったパター

ンを示し，北部の 2 地点，南西部の 2 地点はそれぞれ類似した組成となっており，

東部の安芸区スポーツセンターはそれとはまた異なった組成になっていた。 
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は じ め に 

 広島市では，平成 10 年度に環境大気中ダイオキ

シン類調査を開始し，現在は環境大気(以下，大気)，

公共用水域水質，公共用水域底質，地下水質およ

び土壌について環境調査を実施している。これま

での調査結果 1),2)は，すべての媒体で環境基準を

達成していた。しかし，大気および海域の底質に

おいては全国平均値 3)よりも高い値で推移してお

り 4)，これまでに底質について調査結果を解析し

報告した 5),6)。 

大気の常時モニタリング調査(以下，常時調査)

については市内全域を網羅する 5 地点で実施して

いるが，市域の東に位置する安芸区スポーツセン

ター(以下，安芸区ス)では，調査開始当初から他

の 4 地点よりも高い濃度が続いている。経年的に

は減少してきているものの，これまでの 16 年間で

数回，環境基準値(0.6 pg-TEQ/m3)付近の値となっ

た。そのため，平成 20 年度および平成 25 年度に

安芸区ス周辺で追加調査を実施した。平成 20 年度

の結果は既に報告している 7)。 

平成 25 年度に安芸区スにおいて行った追加調

査では，OCDD が高濃度となった。大気中ダイオキ

シン類の調査結果に関する報告の中には 8 塩素化

ダイオキシン(以下，OCDD)が高濃度となる事例が

ある 8)-11)。当所でもその要因を探るために組成解

析を行い，その結果，若干の知見を得た。 

本報では，これまでの常時調査結果をとりまと

めて報告するとともに，追加調査結果についても

併せて報告する。 

 

方 法 

1   調査地点 

 調査地点を図 1 に示した。常時調査は A～E の 5

地点で実施し，追加調査は，安芸区ス付近の 8 地

点(1～8)で実施した。 

2   調査期間 

毒性等量(TEQ)については，広島市で調査を開始

した平成 10 年度から平成 25 年度までの常時調査*：現 衛生研究所生活科学部 
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図 1 環境大気中ダイオキシン類調査地点 

 

結果をとりまとめた。全年度において年 4 回季節

ごとに調査した。 

追加調査は，平成 20 年度および平成 25 年度に

実施した結果をまとめた。平成 20 年度は，12 月

に 4地点(図 1地点 1～4)および 2月に 4地点(図 1

地点 5～8)で調査し，平成 25 年度は秋季に地点 E

において，週末(金曜日から翌週月曜日)の 3 日間

(週末調査，地点番号 9 として結果を表示)および

週始め(月曜日から木曜日)の 3 日間(週始調査，地

点番号 10 として結果を表示)に調査を実施した。 

同族体および異性体組成解析については，平成

14 年度，平成 17 年度，平成 18 年度，平成 24 年

度および平成25年度の5年度分の常時調査結果と

追加調査の 10 地点について解析した。 

3   調査方法 

(1) 試料採取 

試料採取は，ダイオキシン類に係る大気環境調

査マニュアル 12)に準じて実施した。常時調査にお

いては，広島市環境局環境保全課(以下，環境保全

課)が委託した民間の分析機関が行い，追加調査に

おいては，環境保全課と当所が合同で実施した。 

(2) 分析 

 分析は，ダイオキシン類に係る大気環境調査マ

ニュアル 12)に準じ，常時調査は民間の分析機関

(環境保全課委託)が実施し，追加調査については

当所が実施した。 

 

結 果 

1   常時調査 

(1) TEQ の経年推移 

平成10年度から平成25年までの16年間の各地

点のTEQ年平均値の経年推移および平成10年度か

ら平成24度までの大気全体の全国平均値3)の推移

を図 2 に示した。全地点で減少傾向にあったもの

の安芸区スでは，全年度で全国平均値を上回った。 

一方，井口小学校(以下，井口小)では，平成 16

年度を除いて全国平均値を下回っていた。国泰寺

中学校(以下，国泰寺中)，安佐南区役所(以下，安

佐南区)，可部小学校(以下，可部小)の 3 地点につ

いては，平成 14 年度から平成 22 年度(国泰寺中は

平成 21 年度)まで全国平均値を上回った。 

また，図 2 には地点ごとに 4 季すべての結果(5

地点×4 季×16 年間)を年度順に時系列にプロッ

トした(右図)。安芸区スでは，環境基準値を超え

た調査があり，全調査のうち約 3 割は，環境基準

値の 2 分の 1 を超えていた。 

ポリ塩化ジベンゾ-パラ-ジオキシン(以下，

PCDD)およびポリ塩化ジベンゾフラン(以下，PCDF) 

 

 

図 2 地点別経年推移 

左：年平均値 右：全測定 
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を合わせた(以下，D/F)TEQ とダイオキシン様

PCB(以下，DL-PCB)の TEQ を平成 14 年度から平成

25 年度のうち 5 年度分(平成 14 年度，平成 17～18

年度，平成 24～25 年度)について，それぞれ図 3

に示した(すべて年平均値)。D/F(棒グラフ)，

DL-PCB(マーク)ともに平成14年度のTEQよりも平

成 17～18 年度の TEQ は低く，さらに平成 24～25

年度は減少しており，減少傾向は同様であった。

また，D/F，DL-PCB ともに，安芸区スが他の地点

より突出して濃度が高い傾向にあった。 

(2) 高濃度出現率 

環境基準値の 2 分の 1(0.3 pg-TEQ/㎥)を超えた

場合を高濃度としたときの高濃度出現率を季節ご

とに図 4 に示した。春季と冬季が約 10％で，夏季

と秋季は 5％であった。 

(3) 組成解析 

常時調査について，PCDD，PCDF および DL-PCB

について，それぞれ実測濃度の年平均値を算出し，

地点ごとに図 5 に示した(左図)。併せて，実測濃

度の総合計値に対するそれぞれの濃度の割合を示

した(右図)。 

全地点で，平成 14 年度と比較すると平成 25 年

度の D/F 濃度は減少し，DL-PCB 濃度は横ばいもし

くは増加していた。DL-PCB の割合については，全

地点で増加していた。 

地点ごとにみると，国泰寺中では，DL-PCB 濃度

が最も高く，他の地点よりも DL-PCB の割合も高か

った。安佐南区および可部小では，平成 18 年度ま

では D/F の割合が高かったが，最近 2 年は DL-PCB

の割合が増加していた。井口小は，国泰寺中とほ

ぼ同様であった。特に，最近 2 年の傾向は，若干

濃度が異なるものの類似していた。安芸区スは他

の地点と比較すると DL-PCB の割合が少なく，特に

PCDF の割合が高かった。しかし,平成 17 年度につ

いては,PCDD の割合が高くなっていた。 

(4) 季節変動 

次に季節別に組成比を比較した(図 6)。全地点

において，D/F の割合は冬季に増加する傾向にあ

り,DL-PCB は夏季に高くなり冬季に低くなる傾向

にあった。 

 

 
図 3 物質別推移 

(棒グラフ(左軸):D/F，マーク(右軸):DL-PCB) 

 

 

図 4 季節ごとの高濃度出現率 
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図 5 各地点の年度別平均組成(右図は総濃度に対する割合) 
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図 6 各地点の季節別平均組成 

 

また，季節変動についても，地域差が生じてい

た。すなわち，国泰寺中と井口小，安佐南区と可

部小がそれぞれ同様の傾向を示し，安芸区スは冬

季に PCDD が大幅に増加する点で他とは異なる組

成となっていた。 

(5) 実測濃度と気温との関係 

 一般的に，夏季に DL-PCB 濃度が高くなる傾向に

ある 13),14)ことから，季節ごとの調査期間中の平均

気温(広島地方気象台，1 日の平均気温を算術平均 

 

 

 

図 7 ダイオキシン類濃度と気温との関係 

(上段:D/F，下段:DL-PCB) 

したもの)と実測濃度との関係を調べた。その結果

を図 7 に示した。D/F 濃度については，気温との

相関はみられなかったが，DL-PCB 濃度については，

気温と相関が高かった。 

2   追加調査 

追加調査で実施した10地点の組成を図8に示し

た。上図は PCDD，PCDF および DL-PCB の各実測濃

度を示し，下図は実測濃度の総合計値に対するそ

れぞれの濃度の割合を地点ごとに示した。前述の

とおり，地点 1 から地点 4 は平成 20 年 12 月の同 

 

図 8 追加調査の組成(横軸:地点番号)
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一期間に，地点 5 から地点 8 は平成 21 年 2 月の同

一期間に，地点 9(週末調査)および地点 10(週始調

査)は平成 25 年 10 月に実施した。すべての地点で

DL-PCB の割合が低かった。地点 10 の週始調査よ

り地点9の週末調査の方がPCDDの割合が高かった。

図 8 中 AV は地点 9 および地点 10 の算術平均値で

ある。 

3   異性体組成 

 平成 18 年度の常時調査の異性体組成を地点ご

とに図9に，平成25年度の組成を図10に示した。

また，追加調査の 10 地点の異性体組成を図 11 に

示した。地点 1 から地点 8 は平成 20 年 12 月およ

び翌年 2 月に実施したので，平成 18 年度冬季の結

果と比較した。地点 9 および地点 10 は同時期に実

施した平成 25 年度の秋季の結果と比較した。地点

1 から地点 4 は，安芸区スの常時調査の組成パタ

ーンとは異なっており，特に地点 3 は国泰寺中，

井口小といった広島市南西部に位置する地点の組

成パターンと類似していた。一方，地点 5 から地

点 8 については，安芸区スの組成パターンと同様

のパターンを示した。すなわち，他の地点よりも

DL-PCB の#118(IUPAC 番号)，#105(IUPAC 番号)の

濃度が低かった。特に，安芸区スにより近い地点

6 および地点 8 は特に類似したパターンを示して

いた。 

 一方，平成 25 年度の常時調査では，安芸区スの

組成が平成 18 年度とは大きく異なっており，PCDF

の各異性体の組成が低く，むしろ他の地点(特に安

佐南区および可部小)と似た組成となっていた。同

時期に行った追加調査の地点 9(週末調査)では，

OCDD が非常に多くなっていた。週始調査では，国

泰寺中および井口小と類似したパターンとなって

いた。 

 

考 察 

1   常時調査 

 ダイオキシン類対策特別措置法が平成 12 年に

施行されたことにより，大気関係施設の排出規制

がなされ，全国的に TEQ の経年変化は減少傾向に

あるが，広島市においても同様の傾向を示した。 

 しかし，安芸区スでは継続して高濃度となって

いた。安芸区スがある瀬野川地区は，国道沿いに

自動車や食品関係の工場が立ち並び，国道は両側

を山地に挟まれた地形となっており，空気が滞り

やすい地形なのではないかと考えられる。 

 組成解析の結果では，広島市北部にある 2 地点

(安佐南区および可部小)，南西部の 2 地点(国泰寺

中および井口小)はそれぞれ類似した組成を示し

ており，安芸区スの組成と異なっている。このこ

とから，地域的な汚染源がそれぞれ存在するので

はないかと推測される。 

 図 5 において，安芸区スの平成 17 年度の PCDD

の割合が特に高くなっているのは，冬季の PCDD

濃度，特に OCDD が高濃度となっていたことによる。

OCDD の発生源としては農薬の不純物が知られて

おり，土壌において高濃度となる事例が散見され

るが，他にも，稲藁や籾殻等の焼却 9)やディーゼ

ル車 15)が発生源となっているとの報告もある。本

調査の OCDD の高濃度事例についても，風による土

壌の舞い上がりのほか，調査地点周辺の山間部の

農地での農業系廃棄物などの野焼きや調査地点が

交通量の多い国道沿いであることからディーゼル

車排気ガスなどが要因となった可能性も考えられ

る。 

 DL-PCB 濃度は市内全域で大きな差はないが，

D/F 濃度については，調査ごとに濃度が大きく異

なることがある。こうしたことから，それぞれの

調査ごとに周辺の発生源の影響を受けていること

が考えられる。 

また，組成パターンや季節変動が市域の北部，

南西部，東部の 3 地域に分けられたことから，そ

れぞれ異なる発生源がある可能性も考えられる。 

2   追加調査 

 平成 20 年度および 25 年度に安芸区スおよび周

辺地域において追加調査を実施した結果をみると，

安芸区スの周辺では濃度も高く，パターンも類似

していた。しかし，瀬野川地区から離れたより広

島市中心部に近い地点では，濃度も低く，パター

ンも異なっていた。推測される可能性としては，

北東部に発生源があることが考えられる。 

 平成 25 年度の追加調査では，常時調査とは異な

るパターンを示したが,これは吸引速度の差によ

るのではないかと考える。常時調査では，1 週間

連続採取でおよそ 1,000 ㎥を吸引(吸引速度 100 

L/min)するが，平成 25 年度の追加調査の際は，3

日間連続採取で 1,000 ㎥を吸引(233 L/min)した。

吸引速度が大きいと通常では捕まえられない粒子

を補足することができる 16)ため，トータルでの粒

子量が増加したのではないかと考える。OCDD は粒

子態での存在割合が大きいため，追加調査では

OCDD が特に大きくなったと考えられる。調査結果

を比較するときは，総吸引量を同じにするよりも，
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吸引速度を揃える方が妥当ではないかと感じた。 

 

ま と め 

継続して大気中ダイオキシン類濃度を測定した

結果から，ダイオキシン類濃度(TEQ)は大幅に減少

してきていることがわかった。しかし，安芸区ス

では，減少傾向にあるものの現在も全国平均値を

上回る値となっていた。 

実測濃度については，PCDD 濃度および PCDF 濃

度は減少が顕著であるが，DL-PCB 濃度は横ばいも

しくは増加していた。 

季節変動としては，D/F 濃度は秋季および冬季

に増加する傾向にあり，DL-PCB 濃度は夏季に増加

する傾向にあった。気温との相関を調査した結果，

DL-PCB 濃度は気温と高い相関があった。 

同族体および異性体組成比の特徴を含む今回の

解析結果から，ダイオキシン類による汚染のパタ

ーンが市域の南西部，北部，東部の 3 地域にわけ

られ，それぞれに特有の汚染源があった可能性が

示唆された。 

大気調査は，気象状況や地形により測定値が左

右されることが考えられるため，採取期間中の気

象条件，周辺の発生源情報を詳細に把握し，解析

を行うことで，汚染状況の詳細な結果が得られる

と考えられる。 

発生源を特定することは容易ではないが，調査

時に周辺の発生源の稼働状況等を把握するよう努

めるなど，発生源を特定する努力をしていく必要

がある。 

今後も，常時調査を継続していき,蓄積されたデ

ータを解析することで，発生源を解明し，排出量

低減対策への一助としていきたい。 
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図 9 平成 18 年度常時調査地点別異性体組成(冬季)          図 10 平成 25 年度常時調査地点別異性体組成(秋季) 
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図 11 追加調査の異性体組成 

(地点 1 から地点 8：冬季に実施，地点 9 および地点 10：秋季に実施)
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